
　日頃より、私いわさわ愛の活動にご理解とご協力下さり、ありがとうございます。

　令和７年は、妙高市市制20周年の節目の年であり、様々な行事や複合施設『まちなか＋（ぷらす）』の

オープンなどありました。６月からまとまった雨が降らないうえに真夏日が続き、渇水・酷暑となり,

渇水対策の補正予算が組まれました。杉野沢地内における大規模リゾート開発や、道の駅あらいのリニューアルなどの大きな

動きも始まります。市民の益となるよう調べて行動して参ります。

　今年も、市民のみなさまの声を市政に反映できるよう努力して参ります。 気軽にご意見をお聞かせください。

令和７年３月議会一般質問から 

令和７年６月議会一般質問から 

市 議 会 報 告市議会報告市 議 会 報 告

　災害時要配慮者の避難について、妙高市では令和６年度に、特に避難生活において配慮が必要と思われる方について

は、直接福祉避難所に避難できるように見直されましたが、対象となる方が限定的であり、移動手段にも課題があると

私は考えています。 

1) 福祉避難所の対象となる方の移動手段は？ 

答）家族、親戚、近所住民などから、支援いただく。自主防災組織と情報を共有し、個別避難計画を作成する中で支援者を

決めてお くようお願いしている。 

答）直接避難できる福祉避難所は、介護施設や障がい者施設であり、バリアフリー化が図られている。介護に精通した職員

が勤務していることから、避難者の状況に応じた支援ができるものと考えている。福祉避難所の水やエネルギーの備蓄はし

ていないので、市からの物資が届くまでは、施設の物で対応していただきたい。施設の職員だけに任せきりにせずに、市で

責任を持って対応する予定。人員不足について、県や日赤などの援助を受け、対応していきたい。 

2) 福祉避難所での課題は？ 

答）体育館等の避難ブースでの生活が困難であり、配慮が必要な方には、避難所内の会議室や教室などの福祉スペース。そ

こでも困難な場合は福祉避難所へ移動。 適切な場所で避難生活が送れるよう支援したい。 

3) 福祉避難所へ直接避難の対象とならない方に対する指定避難所の受け入れ態勢は？ 

　原子力災害への備えについて 妙高市は柏崎刈羽原子力発電所から約 50
km以上離れており、UPZ
外、放射線量監視

区域に区分されています。

答） 新潟県が策定した原子力災害広域避難計画では、避難者は、高速道、一般道を利用して避難。受入れにあたっては

道路、駐車場とも冬期の除雪体制を含め、支障はないものと考えている。受け入れ数は、道の駅あらい駐車場は約 450

台、杉ノ原スキー場駐車場は約 1,800 台 

1) 原子力災害が発生した場合、PAZ  ( 発電所を中心とする半径概ね 5 ｋｍ圏 ) および UPZ (発電所を中心とする半径　　

　 概ね 5~30 km圏 ) からの住民が当市に避難してくる可能性がある。避難経由地となっている妙高杉ノ原スキー場、

     道の駅あらいでの避難者の受け入れ計画及び経路の整備状況、課題は？ 

2) 原子力災害が発生した場合、市民の生命、身体及び財産を原子力災害から保護するための対策が必要になる。

　 防護対策整備の現状は？ 

答）県の地域防災計画 原子力災害編では、放射性物質放出後、 緊急時 モニタリングの結果等に基づき、防護措置を実施

することが定められており、当市においても必要に応じ、避難準備区域 ＵＰＺと同様の屋内退避の措置を行う事になる。

防災行政無線等を活用して、屋内退避等の措置が確実に市民の皆さんに伝わるよう情報提供体制をしっかりと確保してい

くことが重要であり、今後も訓練を通じ充実と強化に努める。 

議会一般質問
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令和7年11月24日 市制20周年記念 第九
コンサートが行われました。 私は合唱
に参加させていただきました。7 月から
の練習会はとても楽しく練習を重ねて
きました。本番は、満席のお客様の前
で、最高の演奏ができ、とてもすばら
しいコンサートでした。 

「東京２０２５デフリンピック」を PR
するキャラバンカーが上越地域で唯一
８ /１に妙高市役所に来ました。私は手
話サークルの皆さんと一緒にキャラバ
ンカ ーを視察しました。 

第一回みょうこう市民まつりが令和7年
8月2日に朝日町会場と下町会場にて行
われました。 「ここにいる誰一人、昨
年の大綱が最後だとは思っていなかっ
た。最後に大綱を担ぎたい！」との白
山町アンチャ会会長の言葉に、心ひと
つとなり、惜しみながら、最後の大綱
となりました。 
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妙高市議会産業厚生委員会  先進地調査 

　妙高市では、杉野沢地内における大規模リゾート開発が予定されています。すでに大規模リゾート開発が 進んでいるニセコ地区の現

状を知り、適切な対応を行うために、 令和７年１１月１１～１３日産業厚生委 員会で、北海道倶知安町と支笏洞爺国立公園に調査に行

かせていただきました。倶知安町は羊蹄山麓の中心都市であるとともに、ニセコエリアのメインリゾートであるひらふ地区があります。

冬は北海道内有数の豪雪地帯です。  倶知安町の事業の一部を紹介します。

倶知安町、大規模リゾート開発への対応について 

私の所感 
　支笏洞爺国立公園と倶知安町に行かせていただき、自分の目で見て、直接お話を聞かせて頂けたこと、感謝します！

　今回の倶知安町の視察を通して、来訪者から宿泊税等の税金を頂き、環境整備や地域の魅力向上に役立てるのがいいのではないかと感

じました。妙高市でも来訪者が増えることで、上下水道、ごみ処理、道路、地域住民との共生などの課題が考えられます。そのために市

民の皆さんの意見を聞かせてください。皆さんの意見を聞いてよい方向に進めるための対策を考えていきたいです。

　倶知安町は、世界に誇れるリゾート地として発展していくことを目指し、地域の魅力を高めるとともに、観光の振興を図る施策に要す

る費用に充てるため、2019 年（令和元年）11 月より宿泊税を導入した。国内初の定率制。 

1) 宿泊税 

宿泊税を財源として行っている事業 は以下。

① 『ニセコモデル』 インバウンドのオーバーツーリズムによる課題解決を図るため、ニセコエリア（倶知安町・ニセコ

町）へ札幌・東京などから応援車両を派遣。 

② Kutchan ID＋（プラス） スマートフォン上にデジタル町民証明を表示し、町内店舗での町民確認やサービス提供を行うサー

ビ ス。倶知安町民は 、デ ジタル町民証 明を提示すると、サー ビス提供店舗でお得な町民優待を受

けられる。 

他、二次交通整備や観光DX等に使われている。 

2) インバウンドの受入れなどについて 
・人口季節変動が大きく、インバウンド対応の外国人従業員等で冬季には 約 3,000 人増加し、人口の２割以上が外国人となる。 

・リゾート就労者が多く、夏季シーズンは空き家同然で管理が行き届かない状況となり、対応に苦慮する ケースが増加。通年で滞在する外国人も増加傾

      向にあるが、町内会等への理解が進んでいない。町として は、「俱知安町町内会等への加入及び参加を促進する条例」を平成 30 年に制定し 、町内会等

     への積極的 な加入促進施策を展開している。その中の一つとして、短期就労外国人を雇用する事業者に対する町内会 への加入依頼等を実施している。 

・ワーキングホリデーで来日する外国人にゴミ分別の問題が相次ぎ、雇用主である事業者に対して従業員 への指導を依頼。 

・騒音については、令和7年12月より公共の場所での飲酒を禁止する条例が施行され る。最低限のルールをわかりやすく説明したチラシを作成し配布。

妙高市議会議員  　　岩澤　愛

妙高市末広町１３ー５－１１

電話 : 080 - 9210 - 2103 　　メール : aiiwasawa.myoko@gmail.com 
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